
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目黒雅叙園(運営：株式会社 目黒雅叙園／所在地：東京都目黒区)では、2015年 3月 17日(火)～5月 17日(日)、

｢いけばな×百段階段 2015｣を園内に現存する唯一の木造建築、東京都指定有形文化財｢百段階段｣にて開催し

ます。いけばなをはじめてご覧になる方からいけばなを習われている方まで、さまざまな方にお楽しみいただけま

す。日本文化とのふれあいとして、海外の方にもおすすめです。※月曜休館 

 ◆総勢 54流派による作品を週替わりで文化財に展示 

日本最大のいけばな団体・公益財団法人日本いけばな芸術協会より総勢 54 流派が 9 週間にわたり、

週替わりで作品を披露します。会場は、昭和初期に著名な作家たちによって描かれた日本画と意匠

が凝らされた装飾が施された文化財｢百段階段｣。昭和を代表する日本画家たちと現代のいけばなの

アーティストたちによる時代を超えた美の共演を再びお楽しみいただけます。 

 

目黒川の桜とともに 文化財に咲く花の祭典 

いけばな×百段階段 2015 開催 
2015年 3月 17日(火)～5月 17日(日)※月曜休館  文化財｢百段階段｣にて 

“いけばな”と“文化財空間”の美の共演、再び 

昨年度出展の様子／漁樵の間 昨年度出展の様子／星光の間 

昨年度出展の様子／正面玄関 

◆各流派の家元らによる大型作品を正面玄関に展示 

休館日の月曜日には、各流派の家元らによる公開制作を正面玄関にてご覧いただけます。 

◆目黒川の桜と共に芽吹きの季節を楽しめる 

都内有数の桜の名所である目黒川。桜の芽吹く季節には、約 800 本のソメイヨシノが約 4ｋｍに渡り咲

き誇ります。目黒川の桜の他、目黒雅叙園内では桜のアートフラワーがお迎えします。 

2015年 2月 5日 

報道発表資料 
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桜の設え／招きの大門(イメージ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財｢百段階段｣とは 

2009年に東京都の指定有形文化財に指定された、目黒雅叙園に現存する

唯一の木造建築。江戸文化の贅を受け継ぐ昭和の色彩空間として、今も

大切に保存されています。ケヤキの板材でつくられた 99段の階段廊下を

もつことから通称「百段階段」と呼ばれ、階段廊下の南側にはかつて晴れ

やかな宴が行われた 7 つのお部屋が連なっています。各部屋には樹齢数

100 年を超える床柱の他、天井や欄間には当代屈指の著名な作家たちに

よって創り上げられた世界が描かれており、昭和初期における美の共演

と大工の高い技術力を見ることができます。 

十畝の間 漁樵の間 草丘の間 

<各部屋のご紹介> 

文化財｢百段階段｣ 

静水の間 星光の間 清方の間 頂上の間 

◆企画展名  「いけばな×百段階段 2015」 

◆開催期間  2015年 3 月 17日(火)～5月 17日(日)  

※月曜休館 

◆開催時間  10：00～18：00(最終入館 17：30) 

◆会   場  東京都指定有形文化財｢百段階段｣ 

◆入 場 料  当日 1,200 円／前売 1,000円／学生 600円 

◆入 場 料 通期入場フリーパス 3,000円  

※小学生以下無料 

 

開催概要 

<出展スケジュール> <公開制作スケジュール> 

－開催概要－ 

◆お問合せ   03-5434-3140 

(10：00～18：00 イベント企画)  

◆主   催  目黒雅叙園 

◆企画協力  公益財団法人日本いけばな芸術協会 

◆後   援  目黒区・めぐろ観光まちづくり協会 

 

※４月６日 小原流 家元 小原宏貴 

代華 小原流研究員相談役 古作厚子 

※記載情報が変更となる場合がございます 

(※) 
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